
Q. 麻しんとはなんですか？

A. 麻しんは呼吸器系に感染し、体全体に発疹をもたらす

ウイルスです。麻しんは極めて伝染性が高く、感染者から

の呼吸飛沫を介して拡大します。

Q.麻しんの症状には、どんなものがありますか？

A. 麻しんの最もよく知られる症状は、頭髪の生え際周囲

から始まり、体幹に広がってから、腕や脚に達する発疹で

す。麻しんは他のいくつかの症状も同時に引き起こすた

め、感染者は1週間ほど非常につらい思いをします。体の

発疹が出現する1〜2日前に、中心部が青みを帯びた小さ

な斑点が口腔内に出現します。これらの斑点は、「コプリッ

ク斑」として知られています。その他の一般的な症状に

は、高熱、咳、倦怠感、結膜炎（ピンクアイ）が含まれます。

Q. 麻しんはどのようにして伝染しますか？

A. 麻しんは、一般的に咳やくしゃみによる、感染者の呼

吸飛沫で伝染します。感染は、麻しんウイルスを含むこれ

らの飛沫が、鼻または口から入った時に起こる可能性があ

ります。感染者の発疹に接触しても麻しんに伝染すること

はありません。しかし、麻しんの感染者は、発疹が出現し

た日から前後約4日間、伝染性を持っています。

麻しんは最も伝染しやすい疾患の一つとして知られています。感受性者（免疫を持たない人）のほぼ全員

が、このウイルスと接触すると病気を発症します。さらに、狭い区域や閉鎖された区域の大気中に存在する

感染者からのウイルス粒子は、感染者がその場を去ってから最長2時間も残存することが可能です。これに

よって、麻しんウイルスに免疫を持たない人を保護することが困難になる場合があります。

Q. 麻しんは危険であったり、命にかかわったりしますか？

A. 麻しん感染症は、下痢または耳感染症から、脳の腫れ

（脳炎）、肺感染症（肺炎）、発作または死亡などに至るより

重篤な合併症の原因となり得ます。約3人に1人が合併症

を経験し、これらの人々の多くが5歳未満の子ども、または

20歳以上の成人です。麻しんに感染した妊婦は、早産、

自然流産、低体重児出産のリスクが高くなります。免疫不

全者は、感染症長期化のリスクが高まります。非常に稀で

すが、麻しん感染症は、以前健康であった人に亜急性硬

化性全脳炎（SSPE: subacute sclerosing panencephalitis）

と呼ばれる致命的な疾患を引き起こす場合がありま

す。SSPEは中枢神経系の変性を引き起こし、知能や行動

上の問題、衰弱、発作、その後死亡に至ります。SSPEの症

状は、当初の麻しん感染から数年後に発症するのが一般

的です。
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Q. 麻しんワクチンはどのように製造されていますか？ 

A. 米国で使用されている麻しんワクチンは、ニワトリの胚

細胞で増殖されたウイルスによる弱毒生ワクチンです。米

国では、麻しんワクチンは、流行性耳下腺炎（おたふく風

邪）および風しんのワクチンと混合されています。モーリス・

ヒルマン博士により開発されたこの混合ワクチンは、一般

にMMRワクチンとして知られています。

Q. 誰が麻しんワクチンの接種を受けるべきですか？

A. 麻しんワクチンは、12〜15か月の子どもに推奨されて

います。2回目の接種は、4〜6歳の間にするべきです。成

人の感受性者（免疫を持たない人）は、麻しんワクチン接

種を1回受けるべきです。

Q. 麻しんワクチンは安全ですか？

A. 麻しんワクチンは安全です。たまで稀なMMRワクチン

の副作用には、発疹、発熱、接種部位の疼痛、一時的な

関節炎、一時的な血小板数の減少が含まれます。MMRワ

クチンが自閉症を引き起こすことはありません。

Q. なぜ、米国で麻しんの流行が起きているのでしょうか？

A. 麻しんワクチンは効果的です。MMRワクチンの1回接種

後では100人中95〜98人が、2回接種後では100人中99人

が免疫を獲得します。しかし、麻しんウイルスは伝染性が

極めて高いため、地域に感受性者が少数存在するだけで

も、ウイルスが拡散することになります。一部の集団の人々

がワクチンを接種できないことを考慮すると、地域における

予防接種率を高く維持することが、流行を阻止するために

最も重要です。

Q. ワクチンの接種を受けている人は、流行時に麻しんワク

チンの追加接種が必要ですか？

A. いいえ。麻しんワクチンは長期的な免疫を生じさせま

す。したがって、以前にワクチン接種を受けた人は、一般

的には免疫があると考えられます。免疫を有しているかわ

からない場合は、医師に相談してください。

Q. なぜ、麻しんワクチンは流行性耳下腺炎（おたふく風

邪）および風しんワクチンと混合されているのですか？

A. 全3種類の疾患予防に必要となる接種の回数を減らす

ために、ワクチンは混合されました。現在、米国では個別

のワクチンは接種できません。
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MMRワクチンは安全です。何十万人もの子ど

もの研究により、MMRワクチンが自閉症の原

因とならないことが確認されました。
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